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５歳児と自然のかかわり（2）
−保育者のかかわり方を中心に−
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１．はじめに

以前より子どもが自然とかかわることは、豊かな人間性
を育み、生きる力の基盤を作るなど、子どもの成長の糧と
して重要な役割を果たすと認識されてきた（文部省 1996,
Brown 2000）。近年の研究の進展により、子どものころの
自然体験と、その後の知的、情緒的な発達に関係があるこ
とがわかってきた（Heckman 2001, Bowles 2001）。独立行
政法人国立青少年教育振興機構が、幼児期から義務教育修
了までの各年齢期における多様な体験とそれを通じて得
られる資質・能力の関係性を調査したところ、子どものこ
ろに自然に触れたり、友達と体を使って遊んだりした体験
が多いほど、「意欲、関心」「規範意識」「職業意識」な
ど非認知能力の発達にプラスの影響をもたらしているこ
とが明らかになった（独立行政法人国立青少年教育振興機
構 2012）。また、ベネッセが、幼稚園、保育所、認定こど
も園などに通う年長児を持つ保護者を対象に調査をした
ところ、「遊びこむ経験」が多い子どもが「学びに向かう
力」も高いことが明らかになった（ベネッセ教育総合研究
所 2016）。

これまでも保育者は、経験的に自然環境を生かした子ど
もの遊びの重要性に気づいていた。しかし、遊びを重視し
た保育の方法は、画一的に指導法を作ったり数値化したり
するのが難しく、保育者個々の資質や能力にゆだねるとこ
ろが多かった。近年、子どもの遊びの重要性がデータで裏
付けされ始めたことにより、保育者はこれまで積み上げて
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きたいくつかの実践に根拠をもって取り組むことができ
るようになった。保育現場において、自然とのかかわりを
テーマにした実践研究はこれまでも多く行われていたが、
近年の研究の進展により、実践研究からより良い保育の方
法を導き出すことの重要性が一層高くなってきた。

本研究では、5歳児と自然とのかかわりについて、担任保
育者の1年間にわたる保育実践記録を基にして分析を行
い、そこで行われたやり取りを整理することにより、保育
者のかかわり方について考察を行った。調査対象は、考え
や行動の中に「心情・意欲・態度」などの非認知能力が表
れやすい5歳児を対象とした。保育者のかかわり方につい
て、保育者と5歳児クラス全体とのかかわり、保育者と転入
児E子とのかかわりの2つにカテゴリーを分けて考察を行
った。

２．方法

観察対象の子どもは、岡山県のO保育園（2、3歳児混合10
名、4歳児クラス17名、5歳児クラス13名、職員5名）の5歳
児クラスのE子（6月6日生）である。記録は、E子の保育者
（担任：筆者の鈴木）が園で共に生活する中で行動観察を
実施して記録した。観察は、E子と5歳児クラスの子どもた
ちの様子を、1年間にわたり自然とのかかわりを中心に記
録した。この期間中、毎月1回、筆者の高月と岡山県井笠管
内三郡13保育園の代表保育士（観察者を含む）で研究会を
開催し、観察記録に基づいて検討を行い、子どもの育ちと
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子どもが自然とかかわることの重要性が再認識されている。近年の研究の進展により、子どものころに自然
に触れたり、友達と体を使って遊んだりした体験が多いほど、非認知能力の発達にプラスの影響をもたらして
いることがわかってきた（独立行政法人国立青少年教育振興機構 2012）。保育現場において、自然とのかかわ
りをテーマにした実践研究は多く行われているが、近年の研究の進展とともに、実践研究からより良い保育の
方法を導き出すことの重要性が一層高くなってきた。

本研究では、5歳児と自然とのかかわりについて、担任保育者の1年間にわたる保育実践記録を基にして分析
を行い、保育者のかかわり方について考察をした。保育者が十分な環境構成を行い、子どもとともに自然にか
かわることで、子どもの遊び込みの経験の増加につながるのではないかと考えられる。
（キーワード）乳幼児、保育内容「環境」、領域指導法



保育者のかかわり（環境構成等）について記録を整理した。
なお、調査対象者および保護者には、文章および口頭で、

研究の趣旨、記録と公表の方法、個人情報の保護を説明し、
調査への参加は任意であり、不参加によって不利益を受け
ないこと、観察記録を報告書や論文等として公表すること
はあるが、個人が特定、推測されるような可能性がある方
法で公表することはしないことを伝え、同意を得て調査を
行った。

３．結果と考察

（１）4月当初のE子の姿
E子（5歳10ヶ月）は、父（32歳）・母（31歳）・祖父（68

歳）、祖母（65歳）・弟（4歳）・本人の7人家族である。調
査開始1ヶ月前の3月に母親の実家に引っ越して祖父母と
同居を始め、3月から本園に入園している。

4月当初のE子は、新しい環境に馴染めず、母親から離れ
られず、泣く姿が見られた。5歳児クラスの部屋にもなかな
か入ろうとせず、保育者のそばについて歩くことが多かっ
た。また、1歳年下の弟や3歳児クラスの部屋で遊ぶ姿も見
られた。保育者やクラスの友だちが誘うと、一緒に遊びに
参加していた。自分の思いは口に出して言うことができる
が、基本的には恥ずかしがり屋である。

（２）E子の1年間の育ち
E子の1年間の育ちを表1に示す。表1から次のような様子

が伺える。4月下旬は、保育者に誘われてチューリップを見
て、友だちと話す姿や種に興味を持つ様子が伺える。5月
は、チューリップの種や球根を保育者に見せてもらって
「ちいさい」と驚き、花を折った球根に比べて「ちいさい
のでかわいそう」と種に対する思いやりが感じられる。6月
は、保育者や友だちと一緒に田んぼ作りや田植えに参加
し、満足している様子がうかがえる。7月は、友だちと一緒
に水やりをして積極的に田んぼにかかわっている様子が
見られる。8月は、稲作りを祖母に聞いて母親に書いてもら
った紙を保育者に渡していることから、稲作りに興味をも
っていることがうかがえる。9月は、友だちと一緒に積極的
にかかし作りに参加している。10月は、全員で稲刈りをし
て、うまく刈れたことを友だちと喜ぶ姿が見られる。11月
は、友だちと一緒に籾殻をむき、みんなで作った米でおに
ぎりを作り、「みんなとたべるからおいしい」と楽しんで
食べていることから、みんなで作ったという喜びと満足感
と充実感が伝わってくる。12月は、むずかしいしめ縄作り
に友だちと一緒に参加し、1月は、友だちと話し合いながら
楽しそうにとんど焼きに参加している。2月は、綿の中の種
を出したり、3月はポケット図鑑を自分から用意したり花
の名前を積極的に言っていることから、植物に対する興味
関心がうかがえる。さらに、A子の「はるのおみやげ」に

共感して「きょうきてよかった」というE子の姿から、自然
に対する感性の豊かさとともに、友だちと一緒にいること
の喜びや、友だちと春を一緒に楽しめたというあたたかな
人間関係の広がりが感じられる。

（３）E子に対する保育者のかかわり
E子は、園に転入してから卒園するまでの１年の間に、自

然とのかかわり方に変化が見られた。E子は4月当初からチ
ューリップの球根や芽について疑問を持ったり比べたり
するなど、積極的に自然にかかわる姿が見られていた。し
かし、そのかかわり方は、E子1人が自然とかかわる姿が中
心であった。保育者は、チューリップの色で意見が分かれ
た子どもたちに対して答えを出さないようにすることでE
子の発言を引き出すなどして、クラスに馴染めるようにし
ていた。5月になり、E子は保育者の後について歩くことが
なくなり、友達とともに行動するようになっていた。園で
の生活に慣れてくると、自然とのかかわり方も、自分1人で
はなく保育者、友だち、家族など他者とともにかかわる姿
が見られるようになった。6月は保育者や友だちと一緒に
田植えに参加し上手にできたことに満足したり、8月は稲
の作り方を祖母に聞いて母親に紙に書いてもらったりす
るなど、他者とともに自然にかかわる姿が見られるように
なった。E子は他者と一緒の時は積極的に自然とかかわっ
ている。保育者は、その点を重視しE子が他者と接する機会
をより多く提供した。その結果、秋以降はE子がさらに積極
的に他者とともに自然に接する姿が見られた。10月のかか
し作りでは「わたしもスカートをつくる」「おはなもつけ
よう」と発言したり、11月の収穫祭では「みんなで食べる
からおいしい」と言ったりするなど、友だちとともに自然
に接することに対して喜びや満足感、充実感を得ている様
子が見られた。保育者は1年間を通してE子の自己肯定感や
コミュニケーション能力、思いやりの心をはぐくむように
環境を整え導いていた。

（４）5歳児クラスに対する保育者のかかわり
保育者は、動植物に対する興味の引き出し、田作りから

米の収穫、しめ縄づくり、とんど焼きまでの一連の実践を
とおして保育内容「環境」のねらい及び内容を保育に反映
させていた。また、子どもが十分に自然に触れたり、友だ
ちと体を使って遊んだりできるように、1年間を通して事
前に物的、心的“環境構成”を整えていた。さらに、保育者は
子どもに共感したり見守ったり援助したりしながら一緒
に稲作りに参加しており、“子どもとともに自然にかかわ
ること”を意識しながら子どもの生活を導いていた。

保育者は、日々の園生活の中で子どもたちが周囲の様々
な環境に好奇心や探究心をもってかかわりやすいように
環境を設定していた。4月はチューリップの色で意見が分
かれた子どもたちに対して保育者は答えを出さず、子ども
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5歳児と自然のかかわり（２）

たちに問題解決の方法を考えさせていた。また、チューリ
ップに種ができることを気付かせ、球根と種を比較させな
がら、球根を育てるためになぜ開花後に茎を折るのかその
理由を子どもたち自身で導かせている。6月は子どもと一
緒に園の近くの田んぼを見ることにより、子ども達の田植
えをしたいというきっかけを作っている。保育者は、子ど
も達の身近な所に体験できる発泡スチロール製の田んぼ
を作り、子ども達と一緒に田植えをしている。しかし、大
きな田んぼに入った経験がある子どもがクラスに一人も
いないことに気づき、近所の農家に頼んで子どもたちを田
んぼの中に入れて代掻きと苗植えをさせてもらっている。
子どもたちははじめての泥の感触を足や手で感じ、楽しみ
ながら夢中で遊び込んでいる。8月に入り、稲への子どもた
ちの関心が薄くなったと感じた保育者は、園長に稲の育て
方などの話を依頼して子どもたちの関心を再び高めてい
る。9月は、スズメが米を食べている姿を子どもたちに発見
させ、稲が実るとかかし作りが必要であることを気づかせ
て、かかし作りに取り組む。稲刈りについては、鎌は危険
であることを知らせたり、見守ったり、保育者が手をそえ
たりしながら、自分たちの手で稲を刈ったという気持ちを
持たせるようにしている。収穫祭では、おにぎり作りをし、
しめ縄作りに子ども達とともに参加している。とんど焼き
では、田んぼ作りからとんど焼きまでの一連の行事を振り
返る話をして、自然環境と行事の関係を気付かせている。

一般的に、保育者の思いが強くなりすぎると考えを押し
付けたり、子どもたちの素直な考えを壊したりしがちであ
る。本研究の対象事例では、保育者が十分な環境構成を行
い、子どもとともに自然にかかわっていたことで、子ども
の行動や心の動きにゆとりをもって対応することができ
ていた。ベネッセの調査（ベネッセ教育総合研究所 2016）
で「遊びこむ経験」が多い子どもが「学びに向かう力」も
高いことが明らかになったが、調査対象の保育者もこれま
での保育経験から自然に子どもに遊び込みの経験をさせ
ていたのだと考える。

幼稚園教育要領、保育所保育指針、ならびに幼保連携型
認定こども園教育・保育要領は、2017 年の告示を経て、
2018 年度から施行される。幼稚園教育要領では、育みたい
資質・能力として「知識・技能の基礎」「思考力・判断力・
表現力等の基礎」「学びに向かう力・人間性等」の3つの柱
が掲げられる。この柱が掲げられた背景には、非認知能力
を重視するという考えがある。これまでも日本の保育にお
いて非認知能力と重なる部分が多い「心情・意欲・態度」
は大切にされてきた。しかし、遊びを通してこれらを学ば
せる保育が社会的に理解されているとは言えない状況で
あった。今回の改訂により、非認知能力を育てる保育者の
かかわり方が社会に理解されるきっかけとなると考える。
そのためにも、実践研究からより良い保育の方法を導き出
すことが改めて重要となっている。
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表１　5 歳児E 子の一年間の育ちと保育者のかかわり



5歳児と自然のかかわり（２）
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